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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、2点の動機を満足させるインターンシップを疑似体験できる教材を開発し
、学生の就業力の育成を図ることである。1点目は組込み分野の学生実験で「電機メーカの新製品開発プロセス」を一
通り体験させ、ものづくりの面白さや大変さを実感させる。2点目は「開発プロセス」に携わる職種、例えば、開発リ
ーダ職、営業職、デザイナ職などから一職種を履修者に選ばせ、学外インターンシップに参加したと同様の効果を得る
。
本研究ではこれらを教材化して、組込み分野の学生実験において約300名の学生に学外インターンシップと同様に実施
した。その得られた知見や成果を5編の査読付き論文に取りまとめて発表した。

研究成果の概要（英文）：This research was motivated by two goals: developing educational materials that 
can simulate the experience of an internship, and attempting to stretch students' employ ability. For the 
first of these, students took part in an experiment in the embedded system to experience the complete 
process of an electronics manufacturer's new product development. For the second, students chose a single 
occupation related to the development process (for example, development leader, sales staff, designer, 
etc.) to try, and the results of this were identical to participation in an off-campus internship.
This research developed learning materials from these initiatives, and approximately 300 students 
participated in the embedding system field student experiment, which was carried out in a fashion 
identical to an off-campus internship. The knowledge and results gained from this experience were 
collected in five papers by peer review.

研究分野：科学教育
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１．研究開始当初の背景 

 学生の就業力育成のために「エンジニアリ
ング能力の育成」や「インターンシップ」の
重要性が増している。各大学ではエンジニア
リング能力の育成を目的とした学生実験の
取り組みが報告されている。代表者は特に
「電気メーカの新製品の開発プロセス」のエ
ッセンスを学生実験で体験させ、ものづくり
の面白さや大変さを実感させることが重要
であると考えている。 

従来から就業力育成のため、各大学では就
業実習としてインターンシップが行われて
いる。しかしながら受け入れ会社、職種、実
施時期、人数、予算などに大きな制約があり、
希望する学生全員に数週間のインターンシ
ップを受けさせることは現実に出来ない。代
表者は学生全員が長期にわたるインターン
シップを学生実験の履修で疑似体験できる
教育プログラムとその体系化が課題だと考
えた。 

代表者がメーカ勤務時に体験した年単位
の様々な「電気メーカの新製品の開発プロセ
ス」を 2006 年度から学部 3 年の組込み分野
(回路設計)の PBL(Project Based Learning)

の学生実験として実施している。1 チーム 5

名単位で CPLD(Complex Programmable 

Logic Device)学習ボードにハードウェア記
述言語を用いて開発仕様を実装する。約 7週
から 9週の開発期間を経て開発製品を発表す
る。 

本実験では「エンジニアリング能力の育
成」と「インターンシップ」の疑似体験がで
きるように、図 1に示す導入シナリオを作成
した。履修者全員がベンチャー企業に入社後、
一職種を担当し、限られた約 10 週間で新製
品の開発プロセスを体験する。図 2は「開発
プロセスのデザインレビュー」のイメージ写
真である。チーム内で新製品のデザインレビ
ューを実施している構図である。担当の技術
職や営業職が、幹部社員の部長職や課長職に
開発の進捗を報告している。このイメージ写
真は高校生向けの大学案内の巻頭特集[引用
文献①]に掲載された。製品発表会(図 3)では
各チームが開発した新製品の製品宣伝と製
品の動作デモを行い、その結果、会社の存続
が決定される。 

 2012 年になり本実験の６年に渡る取り組
み内容を学会発表や学内の FD 研修会の講師
として紹介したところ、3 点の有益なコメン
トや要望をいただいた。「CPLD 学習教材の
採用デバイスを現行品にし、その学習教材を
充実させたらどうか？」、「取り組み内容を教
科書として整備し、学外に販売できるようし
たらどうか？」、「組み込み分野以外の工学分
野の学生実験にインターンシップの疑似体
験を適用したい。この実験のエッセンスを教
育プログラムとして体系化できないか？」。 

本研究課題はこれらの要望にこたえるた
め、組み込み分野の学生実験で「インターン
シップを疑似体験できるエンジニアリンデ 

図 1  インターンシップの導入シナリオ 

図 2  開発プロセスのデザインレビュー
[引用文献①] 

 

図 3  製品発表会の投票ルールの例 

 

 

ザイン教育」を教育プログラムとして体系化
し、教材開発を進めるものである。 

 

２．研究の目的 

 本研究課題は 2点の動機を満足させるイン
ターンシップを疑似体験できる教材を開発
し、就業力育成の向上を図ることを目的とす
る。1 点目は、組み込分野の学生実験で「電
気メーカの新製品の開発プロセス」を一通り
体験させ、モノづくりの面白さや大変さを実
感させる、ことである。2点目は、「開発プロ
セス」に携わる様々な開発職、開発リーダ職、
技術営業職、デザイナ職などから一職種を履
修者に選ばせて、学外インターンシップに参
加したと同様の効果を得る。 

 以上の 2点の動機から、本研究の課題を下
記の 3点する。 



図 4  電気メーカの新製品の開発プロセス 

 

① 組込み分野の CPLD 学習教材の開発 

② 電気メーカの新製品の開発プロセスの疑
似体験の教材化 

③ インターンシップの疑似体験の教育プロ
グラム化 

 

３．研究の方法 

① 組込み分野の CPLD 学習教材の開発 

目指すレベルは、組込み分野の会社の新人
教育や導入教育に用いられる程度の学習教
材の開発である。研究着手時の学生実験では、
代表者が独自に基板設計した第一世代の
CPLD 学習ボードを用いていた。市販品でなく、
あえて新しく CPLD 学習ボードを開発する理
由は 2点あると考える。 

1 点目は、市販品を採用する場合、学習ボ
ード単体の完成度は高いが、長期にわたる供
給が保障されない。そのため、学習ボードが
製造中止に故障した場合、学習ボードの稼働
枚数に応じて履修人数の制約が発生する。 

2 点目は、市販品であっても新規に開発し
ても、学習教材(開発仕様書、プログラムソ
ース、手引書など)を教員側で整備する必要
ある。学生には自学自習のための解説やサン
プルのプログラムソースが必要である。既存
の市販品では大幅な手直しが必要であるた
め、教員側で整備が必要ある。一方、メリッ
トは、教員側が学生実験の内容やレベルを考
えてカスタマイズでき、定期的に学習教材の
補充・拡張・見直しができることである。そ
のため、学習教材(開発仕様書、プログラム
ソース、手引書など)を整備する。 
② 組込み分野のエンジニアリングデザイ
ン教育手法の参考図書の整備 
 本研究課題では、組込み分野の学生実験の
円滑な実施のために、数年の年月をかけて、
CPLD/FPGA の導入マニュアル、新製品の開発
仕様書やプログラムソースの見本、などを準
備してきた。これらを学内外の教育機関にお
いて、組込み分野の教材として参照でき、本
エンジニアリングデザイン教育手法を円滑
に実施できるように整備する。 
③ インターンシップの疑似体験の仕組み
の教育プログラムとしての体系化 
 学生実験ではインターンシップを疑似体
験ができるように、開発プロセス、会社組織、
職種（開発職、開発リーダ職、技術営業職、 

 
デザイナ職など）などを取り入れた。学生実
験を履修する学生全員が、長期の開発プロセ
スや学外のインターンシップを疑似体験す
ることがでる。本研究課題では、他の分野の
学生実験や教育機関で自由にカスタマイズ
できるように、インターンシップの疑似体験
の仕組みを教育プログラムとして体系化す
る。 
 
４．研究成果 
① 新しく組込み分野の CPLD 学習教材を
開発した。これらの学習教材を用いて、組込
み分野のエンジニアリングデザイン教育を
学生実験で疑似体験させる Project Based 
Learning 教材を開発した(図 4)。学生に「電
気メーカの新製品の開発プロセス」を一通り
体験させ、ものづくりの面白さや大変さを体
験させるまでを教材化した(雑誌論文⑥)。ま
た「開発プロセス」に携わる様々な職種、例
えば、開発リーダ職、技術職、営業職、デザ
イナ職などから一職種を履修者に選ばせ、チ
ームの開発を体験させた。 
② 大学の既存施設を活用し、学内にいなが
らも企業における長期インターンシップと
同様の教育効果を得られる「バーチャルイン
ターンシップ研修会社」に関するプログラム
を教材化した(雑誌論文⑤)。図 5 に開発した
研修内容の実施風景を示す。学外インターン
シップに参加したと同様の効果を得た(雑誌
論文②⑤⑥)。 

図 5  バーチャルインターンシップ 
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技術職

使命：
CPLD学習ボード上に

チームの新製品の機
能を実装する。
開発環境：
-CPLD学習ボードPLD 

CRII(XC2C256搭載)

-Xlinx社 ISE 

WebPack 14.1(Free)
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最終発表会でプレゼン
１位を目指す。

開発環境：

-パワーポイントが入っ
たパソコン。

デザイナー職
使命：
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テクニカルライター職
使命：

わかりやすい取扱
説明書を作成する。

開発環境：
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